
競技を動画で
   Check!

　キンボールスポーツは、１９８６年にカナダのマリオ・ドゥマース氏によって考案されました。
　当初ケベック・キンボール連盟が中心となり普及に努め、キンボールスポーツの理念である協調性、
スポーツマンシップの育成、運動能力に関係なく、誰でもゲームに参加できることが学校教育に取り入
れられ、急速に普及しました。
　現在では、カナダやアメリカの学校5,000校以上に、また、多数の成人教育コースに取り入れられ、
愛好者数は世界で推定500万人に達しました。
　日本では1997年10月に初めてNPO法人フレンドリー情報センター吉田正信代表理事が、大阪市
内で紹介されました。
　その後、日本キンボールスポーツ連盟が中心になり、2000年からは毎年ジャパンオープンを開催。
また、全国各地での講習会を通じて普及を行っています。

※表示価格は 2023 年 1月 21 日現在のメーカー希望小売価格です。価格及び仕様が変更になる場合がありますので予めご了承下さい。

（税抜価格 ¥116,000）￥127,600 （税抜価格 ¥54,000）￥59,400
カバー1（ナイロン）、
インナーボール1（ラテックス）
直径122cm、重量約1kg

　公式大会公認球

空気が徐々に抜けていきます。

インナーボールの弾力性を保つために、ボールはカバーをしっかりと張るまで膨らませ、使用後は必ず空気を抜いてください。

予めインナーボールの内側と外側にベビーパウダーをつけてください。

使用の際は必ずインナーボールを点検してください。くっついている部分があれば予めそれをほぐしてから空気を入れてください。
密着したまま空気を入れると破裂の原因になります。

インナーボールを直射日光に当てると劣化が進みます。使用しない時は、空気を抜いてインナーボールをカバーの中に入れたまま直射日光の当たらない場所で
保管してください。カバーの中に入れて保管できない場合は、ジップロックのような密封できる袋に入れてください。




